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課題名：呼吸器内視鏡下でのフェンタニル静脈投与導入前後におけるリドカイン使用量

の比較  

 

１．研究の対象 

以下を満たす方が対象となります。 

① 当院で 2017 年 11 月から 2018 年 10 月まで ジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔

を施行しフェンタニルを併用しなかった症例 

② 当院で 2021 年 1 月から 2021 年 12 月にジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔を施

行せずフェンタニルを併用した症例 

 

２．研究期間 

倫理委員会承認日から 2023 年 12 月 31 日まで 

 

３．研究目的 

当科で行った呼吸器内視鏡検査症例を対象に，ジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔を施行

しフェンタニルを併用しなかった症例（Ｌ群）とジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔を施行

せずフェンタニルを併用した症例（Ｆ群）での安全性と有効性を、リドカイン使用量とＥ

ＢＵＳ－ＴＢＮＡの検査時間を用いて後方視的に比較検討を行います． 

 

４．研究方法 

診療録を用いて上記対象症例を抽出し、当科で行った呼吸器内視鏡検査症例を対象に，

ジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔を施行しフェンタニルを併用しなかった症例（Ｌ群）

とジャクソン式噴霧器での喉頭麻酔を施行せずフェンタニルを併用した症例（Ｆ群）で

の安全性と有効性をリドカイン使用量とＥＢＵＳ－ＴＢＮＡの検査時間を用いて後方

視的に検討します。収集した情報は研究事務局（当院）でまとめて管理・保存され研究

データとして使用されます。これらの情報は、個人を特定できないように加工されます。 

 

５．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：性別、年齢、リドカイン使用量、EBUS-TBNAの検査時間 等 

 

６．外部への試料・情報の提供 



 

 

外部への業務委託の予定はないため、試料・情報の提供はありません。 

 

７．研究組織 

 宮城県立がんセンター呼吸器内科 

 

８．利益相反について 

本試験の研究費は宮城県立がんセンター呼吸器内科の研究費を使用しています。本

研究の研究者には本研究に係る利益相反はありません。研究者等は、研究実施時お

よび年度毎および新たな申告事項が発生した時点で個人の収益等、当該研究に係る

利益相反に関する状況について研究責任者に報告します。 

 

９．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究事務局 

宮城県立がんセンター 

呼吸器内科 鶴見 恭士 

〒981-1293 

宮城県名取市愛島塩手字野田山 47-1 

Tel 022-384-3151(代表) 

 

研究責任者：宮城県立がんセンター呼吸器内科 福原 達朗 

 


